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「もっとデータを有効活用したい」を解決！
▼導入事例

①社内に蓄積された膨大なPOSデータや顧客
情報を様々なカテゴリ、粒度でグラフ表示し、
売上や顧客動向の分析と予測を行うツールを
導入

現場担当者が自分用にカスタマイズ可能な分
析環境を導入しました。

②工場内設備から出力される製造データを取
り込み、品質トラブル発生時のデータを解析
して不具合発生時の状況分析や未来予測を行
うツールの導入

故障予測を反映した保全計画により、突発的
な設備トラブルが減り、生産計画のリスケや
製造調整の負荷が大幅削減できました。

データ分析・活用環境の構築

 データを活用するには？
日々蓄積される膨大なデータ
を経営に活かすには、データ
をまとめて分析し、可視化する
ことが必要です。より効率的なデータ活用を行
うために、当社はＢＩツールの導入～活用方法
の教育を強力に支援いたします。

 ＢＩツールとは？
企業が持つ様々なデータを集約～分析して可視
化するツールのことです。このツールを導入す
ることで、特定の社員だけでなく、誰でも簡単
に情報の有効活用ができるようになります。

 ＢＩツールでできること
各所に散らばっていたデータを一つの場所に集
約することで、より多くの情報を、より正確に、
よりスムーズに分析することができます。
分析結果は、グラフやチャート等、視覚的に
わかりやすい形に加工でき、迅速で効果的な
経営判断が可能になります。


